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議案第２８号 令和５年度米子市一般会計補正予算（補正第１０回）  ［原案可決］ 

議案第２９号 令和５年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算（補正第３回）     

［原案可決］ 
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［原案可決］ 

 



－2－ 

議案第３１号 令和５年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第４回） 

［原案可決］ 

 議案第３２号 令和５年度米子市米子インター西産業用地整備事業特別会計補正予算 

        （補正第１回）                    ［原案可決］ 

  議案第３３号 令和５年度米子市下水道事業会計積立金の目的外使用について   

 ［原案可決］ 

  議案第３４号 令和５年度米子市水道事業会計補正予算（補正第３回） ［原案可決］ 

議案第３５号 令和５年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第２回） 

［原案可決］ 

 議案第３６号 令和６年度米子市一般会計予算            ［原案可決］ 

 議案第３７号 令和６年度米子市国民健康保険事業特別会計予算    ［原案可決］ 

 議案第３８号 令和６年度米子市土地取得事業特別会計予算      ［原案可決］ 

 議案第３９号 令和６年度米子市駐車場事業特別会計予算       ［原案可決］ 

 議案第４０号 令和６年度米子市市営墓地事業特別会計予算      ［原案可決］ 

 議案第４１号 令和６年度米子市介護保険事業特別会計予算      ［原案可決］ 

議案第４２号 令和６年度米子市後期高齢者医療特別会計予算     ［原案可決］ 

 議案第４３号 令和６年度米子市米子インター周辺工業用地整備事業特別会計予算 

［原案可決］ 

 議案第４４号 令和６年度米子市米子インター西産業用地整備事業特別会計予算 

                                  ［原案可決］ 

議案第４５号 令和６年度米子市水道事業会計予算          ［原案可決］ 

議案第４６号 令和６年度米子市下水道事業会計予算         ［原案可決］ 

 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

 

午前１０時００分 開会 

○奥岩委員長 ただいまから予算決算委員会を開会いたします。 

 当委員会に付託されました、議案第２８号から、議案第４６号までの１９件を一括して

議題といたします。 

それでは、１９件の議案について、分科会の審査報告を求めます。 

初めに、今城民生教育分科会長。 

○今城民生教育分科会長（登壇） 民生教育分科会の審査報告をいたします。 

 当分科会の審査担当とされました議案７件について、去る１３日に審査をいたしました

ので、その主な内容を報告いたします。 

 初めに、議案第２８号、令和５年度米子市一般会計補正予算（補正第１０回）のうち、

当分科会所管部分、議案第２９号、令和５年度米子市国民健康保険事業特別会計補正予算

（補正第３回）、議案第３１号、令和５年度米子市介護保険事業特別会計補正予算（補正第

４回）、議案第３７号、令和６年度米子市国民健康保険事業特別会計予算、議案第４１号、

令和６年度米子市介護保険事業特別会計予算、及び議案第４２号、令和６年度米子市後期

高齢者医療特別会計予算、以上６件の議案については、いずれも特に報告すべき事項はあ
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りませんでした。 

 次に、議案第３６号、令和６年度米子市一般会計予算のうち、当分科会所管部分につい

ては、「まんが図書館活用事業」について、事業の内容がきちんと制度設計されておらず確

定していないという点。本当に全市民に納得していただける事業であるかどうかという点。

また、子どもの居場所づくりの観点から、子どもの目線に立った事業であるかどうかとい

う点。以上３点の理由から、改めて事業内容を十分に検討され、再度、民生教育委員会に

報告した上で事業を実施されるべきである。との意見がありました。 

 以上、報告を終わります。 

○奥岩委員長 次に、田村都市経済分科会長。 

○田村都市経済分科会長（登壇） 都市経済分科会の審査報告をいたします。 

 当分科会の審査担当とされました議案１３件について、去る１４日に審査いたしました

ので、その主な内容を報告いたします。 

 まず、議案第２８号、令和５年度米子市一般会計補正予算（補正第１０回）のうち当分

科会所管部分、議案第３０号、令和５年度米子市駐車場事業特別会計補正予算（補正第２

回）、議案第３２号、令和５年度米子市米子インター西産業用地整備事業特別会計補正予算

（補正第１回）、議案第３３号、令和５年度米子市水道事業会計積立金の目的外使用につい

て、議案第３４号、令和５年度米子市水道事業会計補正予算（補正第３回）、議案第３５号、

令和５年度米子市下水道事業会計補正予算（補正第２回）、議案第３９号、令和６年度米子

市駐車場事業特別会計予算、議案第４０号、令和６年度米子市市営墓地事業特別会計予算、

議案第４３号、令和６年度米子市米子インター周辺工業用地整備事業特別会計予算、議案

第４４号、令和６年度米子市米子インター西産業用地整備事業特別会計予算、議案第４５

号、令和６年度米子市水道事業会計予算、及び議案第４６号、令和６年度米子市下水道事

業会計予算については、いずれも特に報告すべき事項はありませんでした。 

 次に、議案第３６号、令和６年度米子市一般会計予算のうち当分科会所管部分について

は、新体育館整備事業について、先般優先交渉権者から提出された全体図（案）において

新体育館前に噴水と水路が示されている。現在、市内の複数の施設においても同様の設備

があるが、稼働していない状況がある。新体育館整備事業においては、継続的に稼働でき

る設備になるよう優先交渉権者と丁寧に協議を図られたい、との意見がありました。 

 以上、報告を終わります。 

○奥岩委員長 以上で分科会長の報告は終わりました。 

 なお、総務政策分科会長からは、特段、報告すべき事項はなかったとの報告を受けてお

ります。 

 それでは、ただいまの分科会長の報告に対する質疑に入ります。 

〔「なし」と声あり〕 

○奥岩委員長 別にないものと認め、質疑を終結いたします。 

これより、討論に入ります。討論の通告がありますので、発言を許します。 

初めに、錦織委員。 

○錦織委員（登壇） 日本共産党米子市議団の錦織陽子です。 

 議案第３６号、令和６年度米子市一般会計予算、議案第３７号、令和６年度米子市国民

健康保険事業特別会計予算、議案第４２号、令和６年度米子市後期高齢者医療特別会計予
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算に反対し、以下の理由で否決を求めます。 

 まず議案第３６号です。令和６年度の一般会計予算は８１３億２，０００万円で前年度

比７．６％、５７億６，５００万円増と過去最高の予算規模となりました。コロナが落ち

着きを見せているものの、物価高騰の影響などを受け、市中を回っても景気回復とは言え

ない状況が続いており、物価高騰から市民や暮らしの応援が必要です。市長は当初予算編

成にあたり、米子市まちづくりビジョンに掲げる７つの柱に沿った事業を重点的に取り組

んだと述べられました。そうした中で予算を見ると公共交通の弓浜地区における循環バス

の実証実験、小児医療窓口負担完全ゼロは長年要望されてきたものであり、物価高騰関連

予算、図書館へのＷｉ－Ｆｉ導入、小中学校の洋式トイレは必要な予算です。また不登校

児童生徒の教育支援センターの改修、ぷらっとホームの支援員やスクールソーシャルワー

カーの増員も学校の現場だけではカバーできない課題を改善するため、いずれも評価でき

ます。また、総合相談支援センター「えしこに」の相談体制の充実はさらなる連携と人材

の充実が求められますが、相談された方からも好評であり評価できるものであります。 

 しかし、新体育館整備どらどらパークの改修、米子駅周辺、城関係、まちづくり関連な

ど、普通建設事業費が前年度比１２．４％増となっています。昨年に続くウォーカブル事

業でにぎわいがつくれるのか、街はきれいになったが、人が集うのかが疑問です。限られ

た予算の中で中心部に多額の税金がつぎ込まれ、高齢化社会が進む中、郊外の住民からは

不満の声が聞こえています。もっと市民の声を聴く姿勢が求められます。また、公民館施

設等整備事業７，９００万円のうち、２，５５０万円は国の原子力施設等地域基盤整備支

援事業交付金です。公民館の施設整備は必要ですが、この交付金は島根原発２号機の再稼

働を進めるための誘導策、あめであり自治体に交付金で国策を押しつけるやり方は原発マ

ネーに依存する状況をつくるものです。必要な事業は一般財源や他の補助金、交付金を財

源に充てるべきです。マイナンバーカード取得促進事業、差別を固定化する同和対策関連

予算に反対です。フレイル健康ポイント事業、５歳児検診ポイント、出産子育て応援交付

金のポイントはそれぞれＪ－Ｃｏｉｎ Ｐａｙを利用する事業ですが、５歳児アンケートの

回答者への５００円ポイント付与など効果が疑問です。出産子育て応援するならＪ－Ｃｏ

ｉｎ Ｐａｙを利用する人限定でなく、全ての妊産婦に上乗せすべきであり、認められませ

ん。また、地域活動支援センター運営事業は公募型プロポーザルにより、現５事業所から

３事業所に減らし、閉鎖を余儀なくされる事業所の利用者の行き場をつくるため、障がい

者等の居場所づくり事業がつくられましたが、家賃分程度の予算しかなく、いつまで続け

られるのかが不安です。もっと障がいの特性に寄り添う支援が必要だと思います。 

以上の理由から議案第３６号に反対です。 

次に議案第３７号、令和６年度米子市国民健康保険事業特別会計予算は保険料を構成す

る後期高齢者医療支援金等の賦課限度額の引上げがあるために反対です。 

議案第４２号、令和６年度米子市後期高齢者医療特別会計予算は令和６年度、令和７年

度の２年間にわたって行われる段階的保険料の引上げに反対です。 

以上で私の討論を終わります。 

○奥岩委員長 次に、又野委員。 

○又野委員（登壇） 日本共産党米子市議団の又野史朗です。 

私は議案第４５号、令和６年度米子市水道事業会計予算、及び議案第４６号、令和６年
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度米子市下水道事業会計予算に反対し、否決するよう求めて討論をいたします。理由は上

下水道使用料徴収等業務を民間委託する予算が含まれているからです。これは公共サービ

スの民営化を進めるものになると考えています。これまで水道局、そして下水道部では様々

な努力で経費の削減を図ってこられました。本当に頭が下がる思いです。しかし、行政は

効率が悪く、コストが高い。民間は効率よく、経費も安いという考えが世の中に広められ、

民間でできる公共サービスは民間に任せるという国の方針により、様々な公共サービスが

民間委託などの形で民営化されてきています。その効率よく経費も安いという言葉の裏で

は、長時間過密労働や低賃金などの人件費削減、維持補修や設備の更新にお金をかけない

などがその主な中身となっています。そしてその一方で民間企業は株主への多額の配当、

高額な役員報酬などのために多額の利益を確保しなければならず、結局安定的な利用料金

や公共サービスの提供などにはつながらないケースが海外で見受けられます。後々、業務

委託をやめることができなくなったとき、ほかにも任せる所もないような状態になると、

独占状態の企業からの要求が断れなくなり、結局コストがかかってしまうということにも

なりかねません。また、現在は一部分だけの委託ですけれども、利益を追求する企業とし

てはさらに業務を拡大しようとします。委託業務を拡大すれば海外の事例のように、利益

優先のため料金の高騰や水質の悪化などの懸念が考えられます。これらの問題もあり、世

界では逆に公共サービス民営化から、再公営化へと切り替わってきています。また、市民

の利用料金や税金が内部留保や資産を増やし続けている大企業や、超大金持ちに株主への

高額配当や役員報酬などの形で東京のほうや海外などに流れることになり、地方経済にと

ってもプラスになるとは思えません。行政で行っている業務は公共性が高く、全ての住民

に行き渡るために利益誘導にはなってはならない、利益優先にはなってはならないため公

営で行っているわけです。市民に寄り添った市政を行うためには、市民の皆さんの声を直

接聞くことができる業務を公営のままで続けて行くことが大事であると考えます。 

以上の理由により、同予算の否決を求めます。討論は以上です。 

○奥岩委員長 以上で通告による討論は終わりました。 

 ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と声あり〕 

○奥岩委員長 ほかにないものと認め、討論を終結いたします。 

 これより１９件の議案を順次採決いたします。 

 初めに、議案第２８号から第３５号まで、議案第３８号から第４１号まで、議案第４３

号、及び議案第４４号、以上１４件の議案を、一括して採決いたします。 

１４件の議案について、それぞれ原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と声あり〕 

○奥岩委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、１４件の議案は、それぞれ原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議案第３６号、令和６年度米子市一般会計予算について採決いたします。 

 本件について、原案のとおり可決することに、賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、大下委員、岡田委

員、門脇委員、国頭委員、田村委員、津田委員、塚田委員、徳田委員、土光委員、戸田

委員、中田委員、西野委員、松田委員、森田委員、森谷委員、矢田貝委員、𠮷岡委員、
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渡辺委員〕 

○奥岩委員長 起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第３７号、令和６年度米子市国民健康保険事業特別会計予算について採決い

たします。 

本件について、原案のとおり可決することに、賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、大下委員、岡田委

員、門脇委員、国頭委員、田村委員、津田委員、塚田委員、徳田委員、土光委員、戸田

委員、中田委員、西野委員、松田委員、森田委員、森谷委員、矢田貝委員、𠮷岡委員、

渡辺委員〕 

○奥岩委員長 起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第４２号、令和６年度米子市後期高齢者医療特別会計予算について採決いた

します。 

本件について、原案のとおり可決することに、賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、大下委員、岡田委

員、門脇委員、国頭委員、田村委員、津田委員、塚田委員、徳田委員、土光委員、戸田

委員、中田委員、西野委員、松田委員、森田委員、森谷委員、矢田貝委員、𠮷岡委員、

渡辺委員〕 

○奥岩委員長 起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第４５号、令和６年度米子市水道事業会計予算について採決いたします。 

本件について、原案のとおり可決することに、賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、大下委員、岡田委

員、門脇委員、国頭委員、田村委員、津田委員、塚田委員、徳田委員、土光委員、戸田

委員、中田委員、西野委員、松田委員、森田委員、森谷委員、矢田貝委員、𠮷岡委員、

渡辺委員〕 

○奥岩委員長 起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第４６号、令和６年度米子市下水道事業会計予算について採決いたします。 

本件について、原案のとおり可決することに、賛成の委員の起立を求めます。 

〔賛成者起立…安達委員、伊藤委員、稲田委員、今城委員、岩﨑委員、大下委員、岡田委

員、門脇委員、国頭委員、田村委員、津田委員、塚田委員、徳田委員、土光委員、戸田

委員、中田委員、西野委員、松田委員、森田委員、森谷委員、矢田貝委員、𠮷岡委員、

渡辺委員〕 

○奥岩委員長 起立多数であります。 

よって、本件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

以上で当委員会に付託されました議案の審査は終了いたしました。 

 これをもちまして、予算決算委員会を閉会いたします。 

午前１０時２０分 閉会 



－7－ 

米子市議会委員会条例第２９条第１項の規定により署名する。 

 

予算決算委員長  奥 岩 浩 基 

 


